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                                ＴＥＬ ０１２０－０８６８１９ 

不具合の部位（部品名） 燃料装置（燃料タンク） 

不具合状態にあると認

める構造、装置又は性能

の状況及びその原因 

燃料タンクにおいて、燃料蒸発ガス排出抑止装置（キャニスタ）につながる

セパレータの位置が不適切なため、燃料満タン時に発進を繰り返すなど燃料タ

ンク内で燃料の液面が揺れた際に、当該セパレータからキャニスタに燃料が流

入することがある。そのため、そのまま使用を続けると、燃焼室内に過濃な混

合気が吸入され、エンジン不調となり、最悪の場合、走行中にエンストするお

それがある。 

改 善 対 策 の 内 容 全車両、燃料タンクを対策品に交換するとともに、キャニスタを新品と交換

する。なお、燃料タンクの交換に伴い、シート、ポンプカバー、ドレンチュー

ブを形状変更品と交換する。 

不 具 合 件 数 ８件 事故の有無 なし 

発 見 の 動 機 市場からの情報による。 

自動車使用者及び自動

車分解整備事業者に周

知させるための措置 

・使用者：ダイレクトメール等で通知する。 

・自動車分解整備事業者：日整連発行の機関誌に掲載する。 

・改善実施済車には、その旨を点検整備記録簿に記載する。 
 

車 名 型 式 通称名 
改善対策対象車の車台番号の範囲 

及び製作期間 

改善対策 

対象車の台数 
備 考 

ホンダ 2BJ-JA09 
「ﾍﾞﾝﾘｨ 110」 

「ﾍﾞﾝﾘｨ 110 ﾌﾟﾛ」 

JA09-1200019～JA09-1200546 

平成 29 年 9 月 14 日～平成 29年 12 月 11 日 
491  

 (計 1型式) (計 2車種) 
（製作期間の全体の範囲） 

平成 29年 9月 14日～平成 29年 12月 11日 
（計 491 台）  

【注意事項】 

改善対策対象車の車台番号の範囲には、対象とならない車両も含まれている場合があります。 
 


